




研究目的 

NICU における集中治療が心身障害の発生防止に大きく役立っていることは,ハイリスク児

の死亡および後障害発生頻度の減少という内外の統計をみても明らかである。 

これをさらに発展させるためにはハイリスク児の合併症の予防ならびに適正な急性期治療

の確立が急務であり,それによって死亡あるいは後障害発生頻度をさらに減少することが

期待される。また NICU を効率より運用するためには地域での新生児医療システムの確立が

必要で,一部地域でのシステム化が心身障害の発生防止に大きな効果をあげている。 

そこで,本研究班はハイリスク児の心身障害発生防止の観点から,次の四課題について分担

研究を行った。 

1)ハイリスク児とくに極小未熟児にしばしば出現するクル病性変化を調査し,活性型ビタ

ミン D の予防および治療効果および投与基準を検討する。2)ハイリスク児の intact 

surviva1 を低酸素症に伴う中枢神経障害の予防,治療の面から検討する。更に斜頭予防の

ための最良の保育法を探る。3)未熟児網膜症の原因・病態解明とともにその予防ならびに

治療法の確立を目指す。4)大都市における新生児救急医療のシステム化の実施策,搬送体制

の確立とその効果および出生前管理法を検討することによって効果的なハイリスク児の医

療システムの具体策を探る。 


